
平
成
24
年
度
予
算
の
概
要

区　　　分 平成 24 年度 平成 23 年度 対前年比（％）

一 般 会 計 72 億 4,600 万円 73 億   700 万円 △ 0.8

国民健康保険特別会計 18 億   591 万円 18 億 1,677 万円 △ 0.6

北海道介護福祉学校特別会計 1 億 3,787 万円 1 億 3,402 万円 2.9

介 護 保 険 特 別 会 計 13 億   450 万円 13 億   542 万円 △ 0.1

後期高齢者医療特別会計 1 億 8,428 万円 1 億 7,033 万円 8.2

水 道 事 業 会 計 6 億 3,513 万円 6 億 1,450 万円 3.4

下 水 道 事 業 会 計 12 億 8,703 万円 11 億 8,990 万円 8.2

合 計 126 億    72 万円 125 億 3,794 万円 0.5

各会計予算の概要

　３月１９日開催の第２回栗山町議会定例会で、平成２４年度予算が
可決されました。
　町は、この予算に基づき、まちづくりに関するさまざまな事業に取
り組んでいきます。

　

平
成
24
年
度
の
町
全
体
の
予
算
総
額
は
、

１
２
６
億
７
２
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
較
し

６
２
７
８
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
予
算
は
、
目
的
別
に
７
つ
の
会
計

で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
一
番

大
き
な
会
計
で
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
な

ど
幅
広
い
事
業
を
行
う
「
一
般
会
計
」
は
、

72
億
４
６
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
、

６
１
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、「
栗
山
町
第

５
次
総
合
計
画
」
で
計
画
し
て
い
る
主
要
事

業
の
予
算
確
保
と
と
も
に
、
政
策
評
価
の
評

価
結
果
の
反
映
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
た
事
業
の
見
直
し
や
経
費
節
減
な
ど
、

最
小
の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
配
分
に
努
め
ま

し
た
。

※平成 23年度までの「下水道事業特別会計」および「農業集落排水事業特別会計」については、
平成 24年度より、「下水道事業会計」として会計を 1つに統合しました。
　これは、水道事業会計と同様に地方公営企業法の適用を受け、会計方式を従来の官庁会計
方式から企業会計方式に移行し、ストック情報も含めた会計処理により、より一層経営の健
全化を図るものです。

24

総額126億円を投資
栗山の「安定と充実」のため

使用料 ・ 手数料
1 億 8,535 万円 （2.6％）

繰入金
1 億 6,603 万円 （2.3％）

諸収入
1 億 4,488 万円 （2.0％）

町　債
7 億 3,650 万円 （10.2％）

国庫支出金
6 億 521 万円 （8.4％）

道支出金
4 億 9,964 万円 （6.9％）

その他
　　3,650 万円 （0.4％）

教育費
5 億 4,002 万円 （7.4％）

衛生費
4 億 3,687 万円 （6.0％）

農林水産業費
4 億 1,025 万円 （5.7％）

消防費
3 億 2,448 万円 （4.5％）

商工費
1 億 4,574 万円 （2.0％）

その他
1,495 万円 （0.2％）

・ 自動車取得税交付金

・ ゴルフ場利用税交付金

・ 地方特例交付金

・ 交通安全対策特別交付金

・ 利子割交付金

・ 配当割交付金

・ 株式等譲渡所得割交付金

1,600 万円

1,100 万円

350 万円

280 万円

230 万円

70 万円

20 万円

※ （　） 内は構成比

・ 労働費

・ 諸支出金

・ 災害復旧費

・ 予備費

684 万円

400 万円

311 万円

100 万円

●自主財源
町税や町の施設の使用料など、

町が独自で調達する財源

●依存財源
地方交付税や国・道支出金な

ど、国や道から町に入ってく

る財源

歳出
※ （　） 内は構成比
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その他
　　7,174 万円 （1.0％）
・ 繰越金

・ 財産収入

・ 寄附金

5,000 万円

2,144 万円

30 万円

歳入

【解説】　
　目的別（予算科目ごと）の歳出内訳は、上記円グラフのとおり、職員の給料や町の施設維持管理などに係る「総
務費」が歳出全体の 21.0％と最も多く、次いで児童、高齢者、障がい者福祉などに係る「民生費」が 20.3％、
町の借金返済に係る「公債費」が 20.1％などとなっています。
　なお、経費を性質別でみた場合は、事業や団体運営などに対する補助金などの「補助費等」が 21.0％で最
も多く、次いで借金返済に係る「公債費」が 20.1％、職員給与などに係る人件費が 15.9％などとなっています。

町　税
12 億 3,115 万円

（17.0％）

地方交付税
31 億 8,000 万円

（43.9％）

自主財源
26.8％

依存財源
73.2％

公債費
14 億 5,432 万円

（20.1％）

民生費
14 億 7,064 万円

（20.3％）

総務費
15 億 2,207 万円

（21.0％）

土木費
8 億 5,317 万円

（11.8％）

合計72 億 4,600 万円

一般会計予算 の内訳72億4,600万円

分担金 ・ 負担金
1 億 4,000 万円 （1.9％）

合計72 億 4,600 万円

地方消費税交付金
1 億 4,500 万円 （2.0％）

地方譲与税
1 億 400 万円 （1.4％）

議会費
7,349 万円 （1.0％）



　

今
年
の
主
要
事
業
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　第５次総合計画は、財政健全化と自律的かつ
個性的な町政運営の両立を目的に、平成 20 年
度から平成 27 年度までの７年間を計画期間と
し、町の持続的発展のため、取り組むべき施策
などを具体化した町民全体の「まちづくり計画」
です。
　この中で、各施策ごとの基本目標の実現のた
め、重点的に取り組むことと位置付けている事
業を「主要事業」としています。
　主要事業については毎年度、政策評価を実施
し、進捗状況をはじめ、事業の妥当性や効率性
などを内部・外部双方の
視点から検証し、政策の
質の向上と町民満足度
の高い事業展開を
図っています。

平成 24年度予算

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
く

　

町
民

・
地
域

・
行
政　

み
ん
な
が
主
役
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

住
民
自
治
　

自
治
区
交
付
金　
　
　
　
　
　

２
４
６
万
円

　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
各
地
域
で
設
立
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り

組
織
」
に
対
し
、
運
営
経
費
な
ど
を
助
成
。

町
民
参
加
と
協
働
　

自
治
基
本
条
例
制
定
・
普
及
啓
発
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
１
万
円

　

平
成
25
年
４
月
の
「
自
治
基
本
条
例
」
制

定
に
向
け
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、

概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
開

催
な
ど
。

行
政
運
営
　

政
策
評
価
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

61
万
円

　

町
民
視
点
に
立
っ
た
事
業
の
評
価
、
改
善

を
進
め
る
た
め
の
「
栗
山
町
政
策
評
価
委
員

会
」
運
営
に
係
る
経
費
。

行
財
政
改
革　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
万
円

　

納
税
な
ど
に
関
す
る
利
便
性
向
上
の
た

め
、
本
年
度
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
公
金
収
納
を
開
始
。

　　

生
活

・
環
境

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

自
然
環
境
　

ふ
る
さ
と
体
験
教
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
８
５
万
円

　
「
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
」
を
拠
点
に
、
自
然
体
験
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、
町
内
児
童
・
生
徒
、

さ
ら
に
幼
児
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
体
験
教

育
」
を
実
施
。

環
境
衛
生

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
炭
化
処
理
施
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
６
７
万
円

　

昨
年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
の
「
炭
化
処
理

施
設
」
に
係
る
、
燃
料
費
や
機
器
借
上
料
な

ど
の
運
営
経
費
。

環
境
保
全

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
５
万
円

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
す
る
方
に
、設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
。

消
　
防
　

消
防
関
係
設
備
整
備

　
　
　
　
（
南
空
知
消
防
組
合
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
２
６
万
円

　

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
強
化
の
た
め
、

高
規
格
救
急
車
を
更
新
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

時
な
ど
、
貸
出
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
購
入
。

防
　
災

食
材
な
ど
の
調
達
・
確
保
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
備
蓄
用
非
常
食
お
よ
び
資
機
材
な
ど

を
購
入
。

　　

医
療

・
保
健

・
福
祉

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

保
　
健

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
万
円

　

医
療
保
険
適
用
外
の
高
度
な
不
妊
治
療
を

受
け
ら
れ
る
方
へ
、治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
。

任
意
予
防
接
種
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
８
万
円

　

子
宮
頸
が
ん
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
ヒ
ブ
、

水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
全
額
助
成
。

　特
定
健
康
診
査
等
事
業　
　

１
５
７
４
万
円

　

特
定
健
診
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
な
ど

の
ほ
か
、
受
診
率
向
上
を
目
的
に
、
連
続
受

診
者
お
よ
び
若
年
層
を
対
象
と
し
た
無
料
健

診
も
新
た
に
実
施
。

医
　
療
　

地
域
医
療
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
７
８
３
万
円

　

栗
山
赤
十
字
病
院
の
救
急
医
療
お
よ
び
地

域
医
療
機
能
確
保
事
業
、
ま
た
、
医
療
機
器

導
入
に
対
し
助
成
。

地
域
福
祉　

地
域
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

　

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
熟

年
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
、
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
に
よ
り
公

共
施
設
の
利
用
を
促
進
。

児
童
福
祉　

乳
幼
児
お
よ
び
児
童
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
０
１
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
医
療
費
負
担
軽
減
の
た

め
、
義
務
教
育
終
了
時
ま
で
の
医
療
費
を
助

成
。

　子
育
て
支
援
事
業　
　
　
　
　

１
８
１
万
円

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
」
に
臨

床
心
理
士
を
配
置
す
る
な
ど
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
体
制
を
整
備
・
強
化
。

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
３
４
万
円

　

昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
小
学
校

低
学
年
児
童
等
の
健
全
育
成
の
た
め
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
」
を
栗
山
・
角
田
・

継
立
の
３
地
区
で
実
施
。

高
齢
者
福
祉　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業　

８
６
６
万
円

　

高
齢
者
介
護
福
祉
金
支
給
事
業
、
長
寿
祝

金
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
支
援
事
業

を
実
施
。

障
が
い
者
福
祉
　　

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
４
万
円

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料
金
助
成
、
特
定
疾

病
患
者
等
通
院
費
等
助
成
な
ど
、
障
が
い
者

福
祉
に
関
す
る
支
援
事
業
を
実
施
。

第 5 次総合計画の主要事業

熱心に議論される「松風・桜丘まちづくり協議会」の様子

総合防災訓練で配られた備蓄用非常食アルファ米

子宮頚がん任意予防接種説明会に参加する子どもたち
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◆応募資格：町内居住の満 18 歳以上の方
　　　　　　※議会議員および公務員以外の方
◆募集人員：10 人
◆募集期間：4 月９日（月）～ 4 月 27 日（金）
◆任　　期：6 月上旬～平成 25 年 3 月 31 日（予定）
◆内　　容：町の財政情報に対しての意見、提言
　　　　　　アンケート調査の回答など
◆報　　酬：無報酬とさせていただきます。
◆応募方法：申込書に必要事項を記入し申込先ま
　　　　　　で提出ください。郵送、ファックス、
　　　　　　電子メールでもかまいません。な
　　　　　　お、申込書は申込先で用意してい
　　　　　　ますが、町ホームページからもダ
　　　　　　ウンロードできます。
◆決　　定：選考により決定後、本人に通知します。
◆そ  の  他：申込書は返却しません。
◆問い合わせ・申込先
　町経営企画課行政経営グループ
　☎ �7503　Fax� 3179
　E-mail：
　gyouseikeiei-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

　

教
育

・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ

人
々
が
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り

学
校
教
育
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
８
４
万
円

　

発
達
や
学
習
に
遅
れ
の
あ
る
児
童
生
徒
に

対
し
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
あ
っ
た
指
導
・

支
援
を
実
施
。

校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
１
万
円

　

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
電
子
黒
板
の
導
入
な
ど
、
学

校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
充
実
。

　介
護
福
祉
学
校
周
辺
整
備
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
５
万
円

　

町
道
か
ら
学
校
へ
の
進
入
路
整
備
に
係
る

調
査
設
計
、
旧
別
館
の
解
体
な
ど
、
学
校
の

周
辺
環
境
を
整
備
。

社
会
教
育
　

町
民
の
学
び
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

48
万
円

　

出
前
講
座
や
町
民
講
座
な
ど
、
地
域
の
人

材
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、
多
様
な

学
習
機
会
を
提
供
。

芸
術
文
化

芸
術
鑑
賞
事
業　
　
　
　
　
　

１
２
４
万
円

　

芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
芸
術
鑑

賞
、
美
術
展
な
ど
の
鑑
賞
事
業
を
実
施
。

ス
ポ
ー
ツ
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
上
防
水
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

　

施
設
の
適
正
な
維
持
の
た
め
、
ア
リ
ー
ナ

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
改
修
を
実
施
。

地
域
間
交
流

少
年
ジ
ェ
ッ
ト
派
遣
事
業　
　

３
７
９
万
円

　

中
高
生
を
対
象
に
、
異
文
化
交
流
を
通
じ

て
国
際
感
覚
を
養
う
た
め
の
海
外
派
遣
事
業

を
実
施
。

　　

産　

業

元
気
で
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
学
連
携
　
　

く
り
や
ま
地
域
大
学
の
開
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

大
学
公
開
講
座
な
ど
、
協
定
大
学
の
専
門

分
野
を
生
か
し
た
学
習
機
会
を
提
供
。

農
林
業
　

栗
山
町
農
業
振
興
公
社
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

　

農
業
振
興
に
係
る
各
種
事
業
、
ま
た
、
新

規
就
農
者
支
援
対
策
な
ど
、
公
社
の
事
業
運

営
を
支
援
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
１
９
２
万
円

　

農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
の
耕
作
放

棄
防
止
な
ど
、
地
域
や
農
業
者
の
生
産
活
動

を
支
援
。

景
観
緑
肥
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

地
力
増
進
、
景
観
向
上
な
ど
に
効
果
の
あ

る
緑
肥
栽
培
導
入
へ
の
支
援
を
試
験
的
に
実

施
。

道
営
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
０
４
万
円

　

継
続
事
業
の
杵
臼
地
区
の
ほ
か
、
新
規
に

南
学
田
南
部
、
継
立
南
部
地
区
な
ど
の
基
盤

整
備
を
実
施
（
道
へ
の
負
担
金
事
業
）。

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
３
万
円

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
吸
収
量

の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
有
林
の
間
伐
な
ど

を
実
施
。

工
業
・
商
業
　

商
店
街
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
１
万
円

　
「
ま
ち
の
駅
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
の
事
業
支
援

の
ほ
か
、
商
業
者
な
ど
が
主
体
的
に
取
り
組

む
商
工
振
興
対
策
を
支
援
。

　　

都
市
基
盤

快
適
で
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く
り

観
　
光

栗
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　

３
０
０
万
円

　

国
内
最
北
端
の
「
ブ
ラ
ン
ド
栗
」
の
産
地

化
に
向
け
、先
進
地
か
ら
の
技
術
導
入
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
。

移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
８
万
円

　
「
く
り
や
ま
移
住
促
進
協
議
会
」
と
連
携

し
、
移
住
・
定
住
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
受
入
環
境

の
整
備
を
推
進
。

街
な
み
景
観
　

湯
地
地
区
環
境
整
備　
　
　

３
３
０
０
万
円

　

湯
地
地
区
の
土
捨
場
跡
地
に
、
周
囲
の
景

観
に
配
慮
し
た
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
植
栽
や
園
路
整
備
な
ど
を
実
施
。

道
路
網
　

道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　

８
３
８
８
万
円

　

湯
地
継
立
線
お
よ
び
杵
臼
本
線
の
道
路
改

良
事
業
を
継
続
実
施
。

　歩
道
整
備
事
業　
　
　
　
　

３
４
６
０
万
円

　

桜
丘
鳩
山
線
お
よ
び
富
士
本
線
に
、
新
た

に
歩
道
を
整
備
。

交
通
体
系
　

町
営
バ
ス
事
業
・
町
営
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
５
４
万
円

　

滝
下
線
に
お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ

る
本
格
運
行
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ゴ

ン
型
バ
ス
（
15
人
乗
り
）
１
台
を
購
入
。

住
環
境　

公
営
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
４
０
８
万
円

　

松
栄
団
地
２
棟
14
戸
の
建
替
え
、
駐
車
場

整
備
、
児
童
遊
園
整
備
な
ど
を
実
施
。

　
人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
耐
震
改
修

な
ど
を
行
う
方
に
、
改
修
費
用
の
一
部
を
助

成
。

財政モニターを
募集します！

もっとわかりやすく…
こういう情報が不足している…
どういう仕組みなのか…

率直なご意見をお聞かせ下さい

皆さんのご意見などをもとに、
町の財政情報をわかりやすく
情報発信します

英語指導助手に教わる角田小児童たち。奥に見えるは電子黒板

毎年、栗夢プラザで開催される「めぐみデパート」


